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Google

―世界をつなぐマネジメント―

「1週間に1社買収している」

　2012年5月23日，グーグルはアメリカ携帯電話機大手Motorola Mobility Holdings（モトロー

ラ・モビリティ・ホールディングス）の買収を完了したと発表した。

　2011年グーグルは 14億ドルを投入して 57社を買収した。グーグルの買収した企業の数は，

上場後実に132社にも上る。

　85ドルであった上場時（2004年 8月 19日）の株価は，現在（2012年 9月 25日）では747.84

ドルである。現在の時価総額は約183億ドルにも上る。

　「エンジニアの天国」とも言われるグーグルは，今や1日だけで数千枚の履歴書が送られてく

るほどの人気ぶりである。

　

「普通の会社になるつもりはない」

　グーグルは，そう宣言して2004年にナスダックに上場した。
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本ケースは、金子晋也（慶應義塾大学大学院商学研究科前期博士課程）と横田絵理（慶應義塾大学大学院商学部教授）
が、公表資料を基にクラス討議の資料とするために作成した。

本ケースは慶應義塾大学ビジネス・スクールが出版するものであり、複製等についての問い合わせ先は慶應
義塾大学ビジネス・スクール ( 〒 223-8526 神奈川県横浜市港北区日吉 4 丁目 1 番 1 号、電話 045-564-2444、
e-mail:case@kbs.keio.ac.jp)。また、注文は http://www.kbs.keio.ac.jp/ へ。慶應義塾大学ビジネス・スクールの
許可を得ずに、いかなる部分の複製、検索システムヘの取り込み、スプレッドシートでの利用、またいかなる方法 
( 電子的、機械的、写真複写、録音・録画、その他種類を問わない )による伝送も、これを禁ずる。

Copyright© 金子晋也、横田絵理（2012 年 12 月作成）
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グーグルの概要

グーグルの歴史

　グーグルの創業者であるラリー・ペイジ（Larry Page）とサーゲイ・ブリン（Sergey Brin）は，

1996年に検索エンジン「Back Rub」を開発した。この時設立された会社が，グーグルの前身と

なるBack Rubである。翌年，社名を現在の「Google」に変更した。ちなみに「Google」という

名前は，10の 100乗を意味する「googol」からつけられたという。

　1998年，「Google」のホームページが設立されると，その 2年後の 2000年には 10億ページ

のインデックスを達成し，「Google」は世界でもっとも大きな検索エンジンとなった。（ちなみ

に日本におけるサーチエンジンシェアでは，Yahooに次ぐ 2位で 39.6％，グーグル発祥の地で

ある米国ではサーチエンジンシェア1位で，そのシェアは65.2％に上る）。

　2004年からは Gmailサービスを開始，2006年には動画投稿サイトであるYou Tubeを取り込

むなど検索エンジン以外のサービスにも乗り出している。最近では，2008年にウェブブラウザ

である Google Chrome（グーグル・クローム）をリリースし，2012年の 5月に Microsoft（マ

イクロソフト）のウェブブラウザであるInternet Explorer（インターネット・エクスプローラー）

を抜きシェア1位の座を獲得している。

2012年の業績

　グーグルは，2012年第 2四半期（4月～ 6月）の決算を発表した。売上は 122億 1,400万ド

ルで，前年同期の35％増という結果をもたらした。これには，2012年 5月に買収したMotorola 

Mobility Holdings（モトローラ・モビリティ・ホールディングス）の業績が反映されたもので

あるが，これを除いた売上でも109億 6,400万ドルで前年同期比21％増である。純利益は27億

8,500万ドルで前年同期の11％増となっている。

　ちなみに，同期におけるマイクロソフトの業績は，売上高は前年同期比4％増の174億 700万

ドルと順調な伸びを見せたが，最終損益は4億 9,200万ドルの赤字であった。また，2012年の

2月に IPOを申請した Facebook（フェイスブック）の同期の業績は売上高が 32.3％増の 11億

8400万ドル（約 925億円），最終（当期）損益は1億 5700万ドル（約 122億円）の赤字（前年

同期は2億 4000万ドルの黒字）である。
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創業者の考え方

　グーグルの創業者であるラリー・ペイジとサーゲイ・ブリンはともにスタンフォード大学院の

博士号候補だった。スタンフォードの新入生オリエンテーションでペイジは2年先輩であったブ

リンと出会う。この時のブリンの印象についてペイジは「すごく感じの悪いヤツだと思ったよ」

という第一印象を語っている。両者には，“モンテッソーリ教育”を受けたという1つの共通点

があった。「モンテッソーリ教育」とは，1870年生まれのイタリア医師マリア・モンテッソーリ

の教育哲学に基づくもので，子供には自分が興味をもったことを追求する自由を与えるべきだと

いう考え方によるものである。ペイジとブリンの二人は偶然にも幼少期にモンテッソーリ教育を

受けていた。初期にグーグルに入社し，元グーグル副社長であるマリッサ・メイヤー（Marissa 

Mayer，現 Yahoo! CEO）は，「二人はいつも，『僕らはモンテッソーリ教育を受けた』と態度で

示しているように思える」と述べている。彼らは，何にでも理由を知りたがり，追求するものに

は一切の妥協なく追及を行った。こうした態度がグーグルの企業文化の基盤となった。

グーグルの最近のビジネス

　2012年グーグルは，ハードウェア端末の製造にも進出している。タブレットの分野では，台

湾のパソコンメーカー「アスース」と共同で開発した自社ブランドのタブレット端末「ネクサス7」

を発表した。また，グーグルが開発中のメガネ型の端末「グーグル・グラス」などの製品開発も行っ

ている。「グーグル・グラス」は，メガネのフレームの片側に小型のスクリーンを取り付けたもので，

現実の世界を眺めながらスクリーンに映し出されたインターネット上の情報を見ることができる

ようにしたものであり，既存のグーグルの提供するサービス・製品とは異なるものである。

サービスの種類

　グーグルのサービスは大きく分けて一般ユーザー向けとビジネス向けに大別できる。

　一般ユーザー向けのサービスとしては，分野別に①検索サービス，②先進的なサービス， 

③コミュニケーションと共有，④モバイルサービスである。

① 検索サービスとは，グーグルの出発点となった検索エンジンを中心としたサービスであり，

ウェブ検索，ウェブブラウザであるGoogle Chromeや地図検索であるGoogle mapなどの
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サービスやGoogleニュースやGoogle Earthといったサービスもここに分類される。

② 先進的なサービスとは，Google codeのことを指している。Google codeとは，グーグル

が関連するソフトウェアやオープンソースのソフトウェア開発に興味を持つ開発者向けに

立ち上げたサイトである。

③ コミュニケーションと共有とは，ウェブ上でのコミュニケーションを促進するサービス分

野のことであり，Gmailや You Tubeなどのメールソフトや動画共有サイトなどが代表的な

ものとして挙げられる。

④ モバイルサービスとは，携帯端末向けのサービス分野であり，携帯端末向けの情報検索サー

ビスや位置情報の提供サービスなどが含まれる。この分野では，スマートフォンのソフト

ウェアであるAndroidの開発も行っている。

　ビジネス向けのサービスとしては，①Googleでの広告掲載，②業務の効率化，③ウェブサイ

トの最適化を行っている。

① Googleでの広告掲載では，Google AdWords によって，企業の扱う商品やサービスを探し

ている新規顧客を開拓する機会を提供している。

② 業務の効率化では，企業に対してコスト削減のためにGoogleが開発したアプリケーション

を導入するサービスを行っている。

③ ウェブサイトの最適化とは，Google アナリティクスを使ってウェブサイトを分析し，ユー

ザーの利便性を向上させるためのサービスを企業に提供するというものである。

日本の位置づけ

　グーグルの日本の拠点は東京オフィスである。グーグルのオフィスは現在世界33か国に存在

するが，東京オフィスは世界展開のオフィスとしては最初に設置されたものであった。また，日

本のグーグル法人に対しては，優秀な人材が確保できるという観点から，早期に R&Dセンター

を作るように指示があった。
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グーグルの社員の仕事を支える基本ルール

20％ルール

　グーグルには，20％ルールというものが存在する。創業間もないころから設けられている

20％ルールは，社員が1週間のうちに1日，つまり社内で過ごす時間の20％を上司などから与

えられた業務以外のプロジェクトに使えるというものである。もともとは，ヒューレッド・パッ

カード（HP）や 3Mが採用していた同様のルールを参考にしたものである。実際には1週間フル

稼働で業務をこなした上に，「自発的プロジェクト」が行われることが多かった。これでは20％

ルールどころか「120％プロジェクト」だというジョークが社内に広まったほどである。それで

も従業員は積極的に20％ルールに参加し，これらのプロジェクトはグーグルニュースをはじめ

とする重要な新サービスを生み出すことになった。

情報共有

　グーグルでは情報共有の仕方もユニークである。トイレの個室の壁には，立って用をたす男性

向けに身の高さの位置にコードのテストに関するメモが貼られている。開発者が仕事を効率化す

るために，負荷テストやC＋＋のマイクロベンチマークなどのテストにかかわるアイデアをトイ

レに貼る「テスティング・オン・ザ・トイレット」と呼ばれる取り組みである。

　また，情報共有のためのより具体的なツールとしては，ウェブメール，インスタントメッセー

ジ，ブログなどを使用している。ブログを使用する理由としては，メールは送り手が受け手を選

択するが，ブログは，受け手が選択するという発想がある。その内容も普通の企業ではアクセス

制限がかかるような内容についても，社内メールで飛び交う。

　イントラネットには，会議の内容や，個々の社員のレジュメ，四半期目標，プロジェクト内容

などが公開されおり，周りの状況を把握しやすい。

仕事の進め方

　グーグルでは少人数のグループで仕事を行う。各チームは「テクリード」と呼ばれるもっとも

頭が切れるエンジニアとプロダクトマネジャーの2人のリーダーによって率いられている。また，

上意下達を嫌い，現場のひらめきを重視するカルチャーを維持するために，細かい管理をせず，

意図的にカオスを作り出すために，ルールや指針や仕事の切り分けをできるだけ曖昧にする。



6

5

10

15

20

25

30

90-12-1131

　意思決定も上司の意見ではなく，データを最優先に行われる。そのためのデータを集めるため

にシミュレーションなどを頻繁に行う。

グーグルのマネジメントシステム

経営陣と全社員との直接対話

　 グ ー グ ル に は，TGIF(Thank God It’s 

Friday) と呼ばれる経営陣と全社員との直接

対話の場がある。毎週金曜日の夕方にはアメ

リカ・マウンテン・ヴューの本社を始め，世

界中のオフィスで開催されている。本社では

当時の CEO のエリック・シュミット（Eric 

Schmidt）や創業者のラリー・ペイジ，サー

ゲイ・プリンらをはじめとする経営陣が登壇

して，その週のトピックを報告したり，社員からの質問に応じたりしていた。

　日本の東京オフィスでも，全社員が毎週金曜日の夕方には食堂に集まり，最後には質疑応答の

時間をとって，社長自身が社員からの質問に直接1問 1答で応えるという機会を設けた。質疑応

答の内容は，業績，買収案件，プロジェクトの進捗状況や社長の個人的，日常的なことまで多岐

にわたる。

　直接対話集会は，社員数が全世界で2万人を超える規模になっても全社レベルで続けられてい

た。これに加え，本社や海外オフィスから幹部が来日した時にも全体集会での質疑応答は必ず実

行し，また東京オフィス在籍の全社員との1対 1対応の面談も社長自ら行っていた。

　仕事の進捗状況を常にチェックするために，同社では四半期ごとに目標に対する評価面談を実

施し，新たな目標を設定した。また直属の上司と部下が週1回程度「One to One」と呼ばれる

面談を行い，そこで上司は部下がどんな仕事をしているかを把握し，アドバイスをする。

　これはグーグルのフラットでオープンなコミュニケーションを重視したスタイルの一端と捉え

られる。

〈社内の様子〉
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70-20-10％ルール

　グーグルでは，時間の70％を主力の事業である検索や広告に使い，20％を関連事業に，残り

10％を実験的なサービスに使っている。エンジニアの夢が会社の収益を台無しにしないようにす

るためのロードバランシングである。この配分に基づきグーグルはエンジニアの配属先を決定し

た。これは，グーグルにとって「20％ルール」以上の魔法の方程式となっている。

「管理しない仕組み」

　クリエーティブなものを作り出すには，小さな集団がやりたいことに情熱を注ぐべきであると

いう創業者たちの考え方は，会社が大きくなっても維持されていた。

　そのための仕組みの1つが組織のフラット化である。組織の階層をむやみに増やさないように

することで1人のマネジャーの部下の数を増やし，細かく管理できないような体制とする。加え

てイントラネットであらゆる情報を開示し，全社員が閲覧できるようにすることで上司による情

報のコントロールができないようにした。上司は部下にジョブオーダーができないし，社員は自

らネットワーキングし情報を取りに行き仕事を進められる。指示待ちの部下は必要ないとされて

いる。社員にも職務記述書に記されるような明確なタスクは存在しない。1から 10まで上司が

部下の仕事を管理していると，上司の意図通りに部下が動いてしまい，新しい考えや付加価値が

加わらないと考えているからだ。

　実は会社の組織図も存在しない。社員がお互いの垣根を超えることを推奨しようとする契機に

したいという意図のためである。

キャリアプランニング支援

　グーグルの社員に対するキャリアプランニング支援の1つとして，社内公募制がある。イント

ラネット上に世界中のポジションが明記され，一定の基準を満たす社員ならだれでも応募できる。

自分の気に入ったポジションがあった場合，担当のリクルーターの面接を受けて合否が決まる。

マネジャーに異動時期の交渉権はあるが拒否権はない。相手のマネジャーがほしいと言ったらそ

れができる仕組みである。

 またキャリアパスも柔軟さを持ち合わせている。多くの企業では，年齢を重ねると，意に沿わ

なくてもエンジニアから管理職にならざるをえない。だがグーグルでは，本人が望む限り，エン

ジニアの道を追求できる。
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　会社に残る以外の道についても支援している。グーグルには「グーグルユニバーシティ」と呼

ばれる独自の成人教育プログラムがあり，その中には会社で築いた資産で新しいキャリアを築き

たいという人たち向けの「カリフォルニアの地質学とワイン」と題されたクラスもある。

採用

　分権，自由を追求するグーグルが，徹底的にこだわっていのは採用である。

　社員は即戦力となる中途採用者が多かったが，2006年からは新卒採用も行っている。新卒でも，

採用は専門能力に秀でたプロフェッショナルの採用である。また初任給も学卒，収支卒の区別は

なく，個々の能力に応じた支払いとなっている。とはいえグーグルでは学位を取得していないこ

とは大きなマイナスとなる。

　グーグルが候補者に求める条件は，「実績」「スマートさ」「リーダーシップ」「カルチャーとの

相性」の4つである。

　グーグルの採用システムは，採用試験は候補者の面接を行う際には質問への回答を4点満点で

評価して，平均点が3点以下なら不採用にする。これは大学で採用されている成績評価システム

（GPA［1］）と全く同じである。3.5から 3.0の間は採用チームにとってはやや不安である。

　直属の上司による採用プロセスへの関与は行わない。標準以下の求職者を取る可能性があるか

らである。グーグルの社員には，幅広い知識が求められる。

　現時点での社員の平均的な能力を超える人材しか採用しない方針である。グーグルの採用基準

にはとてつもなく高い知性と抑えきれないほどの野心を備えることであるが，エリート主義的な

面もある。設立当初から学歴を重視し，出身校で候補者を分類している。最終学歴には，スタン

フォード，マサチューセッツ工科大学，ハーバードの博士課程を修了した者が多い。

　面接者が一人でも「No」と言えば，たとえ他の99人が「Yes」とした候補者でも採用されない。

業績評価

　グーグルの給与制度は成果に応じた給与制度である。

　社内での競争は激しい。ただその一方で，協調・チームワークの文化が浸透している。人事評

価では，チームプレーを重視する。チーム内でも貢献度により個人に多少の差はつくが，基本的

にチーム単位で評価がなされる。

[1] GPA（Grade Point Average）制度とは，アメリカにおいて一般的に行われている学生の成績評価方法の一種で
ある。現在は，日本の大学でも一部採用されている。（文部科学省ホームページより http://www.mext.go.jp/
a_menu/koutou/daigaku/04052801/003.htm）
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　グーグルの人事評価は半期に1度なされる。「エンジニアの評価で最も重視しているのは，同

僚によるフィードバックだ」と言われる。エンジニアの成果を評価する仕組みは，期首に設定し

た目標に対する自己診断，「ピアレビュー」と呼ぶ同僚による評価，上司による評価の三段階か

ら成る。評価されるエンジニア本人と同じ部署や開発チームで働く同僚が，対象のエンジニアに

対する評価結果を記述。記述する内容は，自分とそのエンジニアの関係，エンジニアの働きぶり

や目標に対する成果，強みと伸ばすべき点などである。上司は，本人による自己判断とピアレ

ビューの結果を総合して，最終的な評価を下す。いわゆる 360度評価を実践しているわけなの

である。

　コンピュータ科学の学位を持たずにグーグルに入社した社員たち―通信，決済，人事，ファ

シリティなどの担当者たちも含まれる―は必ずしも社内で「二流市民」扱いされているわけで

はなかったが，間違いなく「1段劣る階級」に属しているとみなされていた。

　「グーグルには明白なヒエラルキーが存在する」と，2000年に非技術系職種で採用されたデニー

ズ・グリフィンはいう。「つまりエンジニアとそれ以外の全員という意味だ。ここで働きたいな

ら少なくともある程度までその事実に理解を示し，受け入れなくてはいけない」。

報酬制度

　グーグルは，IT業界で最も給料が高いといわれている。IT業界関係者によれば，グーグルの

日本法人の給料は，三菱商事や三井物産など大手の商社に近い。30歳で 1,000万円を超える人

も多いという。これにインセンティブが加わるので，30歳代前半で1,200～ 1,500万円という

社員もいるという。

　グーグル社員は食堂のコックに至るまで，ストックオプションが付与されていた。

チームマネジメント

　グーグル社員が行うチーム型マネジメントシステムでは，合意主体の意思決定とデータ主体の

コミュニケーションが特徴とされている。チームメンバーの採用は，チームで行い，チームごと

にオフィスを配置している円滑な調整作業を行い，マネジャーは意思決定者ではなく，ファシリ

テーターであるとされている。
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社内教育

　社内におけるチーム間，部門間の交流も盛んである。オフィスでは，テックトークと呼ばれる

技術講演会が毎日のように開かれ，互いが専門とする技術分野や担当プロジェクトなどについて，

発表がある。

職場環境

　グーグルの生活インフラの中でもっとも象

徴的なものは，食事の無料サービスである。

社内で健康的な食事をたっぷり取りながら，

社員同士が心を通い合わせて仕事に関する革

新的なアイデアを共有できるような雰囲気作

りが重視された。マウンテンビューのキャン

パスでは 2008年までに 18か所のカフェテリ

アが利用可能となった。他にも様々なサービ

スが用意されている。例えば，キャンパスを

離れずに医師の診察が受けられたり，ピラティスをしたりスイス式マッサージも受けることがで

きる。さらに社員には，服や防災具が配られたり，自動車の洗車や給油も引き受けてくれる。こ

のようなサービスについてある社員は「会社が主婦代わりを務めているのだ」と表現している。

　これ以外にも社内の時間を節約するために社内各所に「テック・ストップ」と呼ばれるヘルプ

デスクが配置され，新しいマウスや携帯の充電器が必要になったときには 100メートルほど歩

くだけで済むようになっている。

グーグル文化

理想は大学

　グーグルの理想とする環境は大学である。シュミットは，「アメリカの大学制度は，技術革新

を生み出す史上最高の機関だ」と考えており，そのうえで「グーグルという企業組織は，社員が

学生気分のまま働くことを前提にして築かれる部分が大きい」と述べている。事実，会社の提供

するサービスによって，働く社員にとっても多くの社員にとってグーグルでの日常は，ほんの最

〈社員食堂〉
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近まで通っていた大学生活の延長でしかなかった。

仕事と遊び

　グーグルは，企業として遊び心を失わないことを固く決意していた。グーグルの企業文化にとっ

てもっとも神聖な「祝日」は，4月 1日，つまりエイプリルフールである。想像力を大きく羽ば

たかせるように期待されている社員たちは，この日のために何カ月もかけて緻密に計画された悪

ふざけの準備をする。季節ごとにグーグルの名前で企画されるこうした「いたずら」の数は増え

続け，入念な承認プロセスを経てゴーサインを得るには高度な構想力と生半可でない遂行能力を

必要とした。

　また，仕事と遊びが不可分になるというグーグルのパラドックスは，トイレを見ても明らかで

ある。暖房機能を備えた日本製の温水洗浄便座の操作パネルは，まるでスペースシャトルを操縦

できそうなほどのハイテク感と遊び心にあふれている。

「邪悪になるな（Don’t be evil）」

　「邪悪になるな」という言葉はグーグルに深く根付いている。そもそもはエンジリニアリング

部門の人間にとって，自分たちがマイクロソフトみたいにならないことが重要だった。「邪悪に

なるな」に象徴される価値観はグーグルの企業文化に深く刻まれており，もはや暗黙的なルール

として内面化されている。「邪悪になるな」は，グーグルが他社より「良い」会社であることを

社員全員に手っ取り早く自覚させる手段となった。たとえば，あるミーティングで少しでも市場

競争を阻害しそうなアイデアが提案されたとした場合，誰かが「邪悪っぽい」と発言し，その発

言だけで，その提案は棚上げにされた。

　また，「邪悪になるな」という言葉は別の大きなことを対象とすることもあった。たとえば，

広告と検索結果の間に明確な一線を画すること，ユーザーの個人情報を保護すること，あるいは，

中国政府の威圧的な振る舞いに屈しないなどの行動の指針ともなった。

グーグル離職者の声

　2008年，グーグル社人事部は非公開グーグルグループを作って元従業員に会社を辞めた理由

を尋ねている。グーグルで働くことがどういうことであるかについて，少なくとも辞めるに到る

不幸を感じた社員の視点からの残酷なまでに正直な意見が集まっている。最大の不満の1つとし
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て，他社と比較して薄給であることが挙げられており，福利厚生の減少がその懸念を増加させて

いる。他には，官僚的すぎること，ずさんな経営，社内教育の貧弱さ，数ヵ月もかかる採用手続

などに対する不満が多くみられる。建設的な書き込みもいくつかあり，大企業ならどこででも聞

くような話ばかりだというのが率直な感想もある。その中で，際立っていたメッセージがあった。

従業員たちは約束の地に入ったと思いGoogleに入社したが，その殆どが失望したということで

ある。自分に何かが欠けていたということかと思い悩む者もいたという。ある人物は次のように

語っている。

「われわれグーグルで成功できなかった者たちは，自身について実に深刻な疑問を投げかけ

られている。他の人たちが同じ問題に突き当たっていくのを見るだけでかなり安心できる。

グーグルは一種のパラダイスのはずだから，そこで幸せになれなければ一体どこでなれるの

だろう。そこは技術資源の究極の源泉であるはずだから，そこで成果を上げられなければ一

体どこで上げられるのだろう。」
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【付録資料1】

主要登場人物の経歴

ラリー ペイジ CEO

　グーグルの最高経営責任者であるラリーは，グーグルの日常業務を統括するとともに，サー

ビス開発と技術戦略を指揮しています。スタンフォード大学の博士課程在学中の1998年，サー

ゲイ ブリンと共同でグーグルを創設し初代CEOに就任しました。2001年に CEOをいったん退く

までの間に，従業員数200名を擁し，収益力のある会社にグーグルを育てました。2001年から 

2011年までは，製品部門担当社長としてグーグルの成長に貢献してきました。

　ミシガン大学アナーバー校で工学士号を取得した後，スタンフォード大学でコンピュータ サ

イエンスの修士号を取得しました。ミシガン大学工学部の国家諮問委員（NAC）も務めていま

す。2004 年には共同創設者のサーゲイ ブリンとともにマルコーニ賞を受賞しました。また， 

X PRIZE 財団の理事も務め，2004年に National Academy of Engineering（全米工学アカデ

ミー）の会員に選ばれています。

エリック E. シュミット 会長

　エリック シュミットは，2001年のグーグル入社以来，シリコンバレーでの設立当初から世界

的な企業に成長するまでのグーグルの発展に貢献してきました。現在は会長として，グーグルの

対外的な活動に従事しています。パートナーシップや幅広い事業関係の構築，政府への働きかけ，

技術的発想の牽引役を担うほか，事業や方針面の問題について CEOや上級幹部にアドバイスを

提供しています。

　2001年から 2011年まではグーグルの最高経営責任者を務め，創設者のサーゲイ ブリン，ラ

リー ペイジとともにグーグルの技術/経営戦略を統括してきました。グーグルは，エリックの

リーダーシップの下で，インフラストラクチャを大幅に拡大し，サービスを充実させる一方で，

強力な革新という文化を維持してきました。

　グーグル入社以前は，Novellの会長兼 CEOや Sun Microsystems, Inc.の最高技術責任者を

務めていました。それ以前は，Xerox Palo Alto Research Center（PARC）で研究員を務め，

Bell Laboratories や Zilog に勤務していました。プリンストン大学で電気工学学士号，カリ

フォルニア大学バークレー校でコンピュータ サイエンスの修士号と博士号を取得しています。 
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［2］ 日本経済新聞電子版　「米ヤフー，新 CEO にグーグル出身のメイヤー氏」2012 年 7 月 17 日より作成。

 http://www.nikkei.com/article/DGXNASGN1700Q_X10C12A7000000/

　エリックは，米国大統領の科学技術諮問委員会と英国首相の諮問委員会のメンバーです。2006

年には，National Academy of Engineering（全米工学アカデミー）の会員に選出され，2007

年には，American Academy of Arts and Sciences（アメリカ芸術科学アカデミー）のフェロー

に就任しました。New America Foundation（新アメリカ財団）の理事会長のほか，2008 年か

らはニュージャージー州 Institute for Advanced Study in Princeton（プリンストン高等研

究所）の理事も務めています。

 

サーゲイ ブリン 共同創設者

　サーゲイ ブリンは，1998年にラリー ペイジと共同でグーグルを創設しました。現在は特別

プロジェクトを指揮しています。2001年から 2011年までは，技術部門担当社長を務める傍ら，

ラリー ペイジ，エリック シュミットとともにグーグルの日常業務を統括してきました。

　サーゲイは，メリーランド大学カレッジ パーク校で数学とコンピュータ サイエンスを専攻

し，優秀な成績で理工学士号を取得しました。スタンフォード大学でコンピュータ サイエンス

の修士号を取得した後，現在は博士課程を休学中です。National Academy of Engineering（全

米工学アカデミー）の会員であり，National Science Foundation（米国科学財団）から大学院フェ

ローシップも受けています。 

　学会誌に発表した論文も多く，代表的なものに「Extracting Patterns and Relations from 

the World Wide Web; Dynamic Data Mining: A New Architecture for Data with High 

Dimensionality」（ラリー ペイジとの共著），「Scalable Techniques for Mining Casual 

Structures」，「Dynamic Itemset Counting and Implication Rules for Market Basket 

Data」，「Beyond Market Baskets: Generalizing Association Rules to Correlations」など

があります。

マリッサ　メイヤー　現Yahoo!　CEO

　マリッサ　メイヤーはスタンフォード大学でコンピューターサイエンスの修士号を取得。1999

年，グーグルの20番目の社員として入社。グーグルのネット検索やメールなどの技術開発を手

掛けて同社の成長を支え，最近では地図や位置情報サービスなどの担当副社長を務めていた。

　2012年 7月 16日，Yahoo!　CEOに就任した［2］。
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【付録資料2】

財務情報
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